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交流セミナー 実施概要および基本方針 

日本リハビリテーション連携科学学会 定例研究会 

（主催：研究推進委員会） 

1. 企画趣旨 

交流セミナーは、日本リハビリテーション連携科学学会における SIG（Special Interest Group：

特定課題研究グループ）の立ち上げに向けた定例研究会です。専門領域や学問領域の枠を超え、

リハビリテーションに関わる新たな共同研究の発足や研究連携の構築、そして様々な課題解決の

可能性を探る場を設定することを目的としています。 

単なる研究発表にとどまらず、科研費をはじめとする外部研究費の獲得へとつなげるための実

践的な連携基盤の形成を目指しています。また、交流セミナーを毎年度継続的な定例研究会とし

て開催することにより、学会全体の研究活動の定着と活性化を図ります。 

※本年度より「交流シンポジウム」から「交流セミナー」と名称変更をしました。 

2. 交流セミナーのテーマ 

交流セミナーでは、会員の皆様に向け、以下のメインテーマを掲げています。 

「リハビリテーションに関する共同研究をはじめませんか？」 

「興味のある研究に参加してみませんか？」 

 

本学会の学会員は、さまざまな専門性や学問背景を有しています。さまざまな研究者と交流し、

発表者も参加者もお互いの求めあう相手を見つけて、新しい共同研究が花咲くことをねらいとし

ています。 

セミナーの基本構造および関係性は以下のイメージ図のように整理できます。発表者の「アイ

デア・課題」（蒔く種）と参加者の「知見・フィードバック」（ちから水）を掛け合わせること

で、共同研究としての成果（生花・盛花）創出につなげます。 
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３.応募分野 

この交流セミナーでは、共同研究の発足・促進、ならびに特定課題研究に発展させたい分野として、

次の６つを設定しています。 

 

 

 

 

 

 

4. 期待されるアウトカム（成果） 

（1）交流セミナーにおける成果 

発表者（ニーズ/シーズの提示）と参加者（関心/知見の提供）によるマッチングを促進し、新

たな共同研究の発足につなげます。また、発足した研究グループは SIG（特定課題研究グループ）

への発展を目指します。 

（2）学会・社会への波及効果 

・会員個々の研究成果および研究スキルの向上 

・専門領域を超えた会員同士の研究ネットワークの拡大 

・結集された研究基盤を通じた、リハビリテーション諸課題の解決および社会への貢献 

5. 当日のプログラムおよび実施要領 

・開催日時：別途決定のうえご案内いたします。 

プログラムの流れ（例）（※これまでオンライン開催を行ってきました） 

1. 開会の挨拶（趣旨説明・オリエンテーション） 

2. 発表者による説明（各テーマの研究提案・構想プレゼンテーション） 

3. ネットワーキングセッション（Zoom ブレイクアウトセッションを活用した分野別・テーマ別の

意見交換） 

4. ネットワーキングセッションの発表・まとめ**（各セッションでの議論内容の共有） 

5. 閉会の挨拶（今後の予定案内） 

1. リハビリテーション臨床研究分野** （Rehabilitation Clinical Research） 

2. リハビリテーション技術研究分野** （Rehabilitation Technology Research） 

3. リハビリテーション教育研究分野** （Rehabilitation Education Research） 

4. リハビリテーションの政策・経済研究分野** （Research on Economics and Policy in 

Rehabilitation） 

5. リハビリテーション国際連携研究分野** （Rehabilitation International Research） 

6. 特定トピック研究分野** （Specific Area of Research in Rehabilitation） 

 

※参考分類：日本学術振興会「科学研究費助成事業審査区分表」および「RESNA（Rehabilitation Engineering and 

Assistive Technology Society of North America）」、研究推進委員会委員による専門的知見の区分を参考に設定。 
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6. 発表者および参加者の応募要項 

区分 参加・応募条件 申請・準備事項 

発表者 ・共同研究や研究連携の提案が可能であ

ること 

・設定された応募分野に対応したテーマ

であること 

 

・事前申込み：氏名、所属、連絡先、職

種（学位）、応募分野、テーマ、研究

概要（600字程度）、キーワード、連携

希望分野・アピールポイント等の提出 

・当日の研究提案プレゼンテーションの

準備 

参加者 ・発表者の研究演題の新規性を尊重し、

守秘義務および情報漏洩防止を遵守で

きること 

・事前申込み：氏名、所属、連絡先、職

種（学位）、参加希望セッション等の

提出 

・当日の表示名を「セッション番号・氏

名・所属」に設定してご参加ください 

7. 開催までのスケジュール 

これまで行ってきた交流セミナーの準備および開催までのスケジュールは以下の通りです。 

 

1. 交流セミナー開催案内 

2. 発表者募集案内・締切 

3. 発表演題の決定 

4. 交流セミナー発表演題一覧の案内 

5. 参加者募集案内・締切 

6. 参加者セッション振分け決定・通知 

7. Zoom URL の発行・通知 

8. 交流セミナー当日開催 

問い合わせ先 

日本リハビリテーション連携科学学会 研究推進委員会 


